
◎共生社会の実現を推進するための認知症基本法 
（令和五年六月一六日法律第六五号）（衆）   

一、 提案理由（令和五年六月八日・衆議院本会議） 

○三ッ林裕巳君 ただいま議題となりました共生社会の実現を推進するための認知症基

本法案について、提案の趣旨及び内容を御説明申し上げます。 

 本案は、我が国における急速な高齢化の進展に伴い認知症の人が増加している現状等

に鑑み、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、認知症

施策に関し、基本理念を定め、国等の責務を明らかにし、認知症施策の推進に関する計

画の策定について定めるとともに、認知症施策の基本となる事項等を定めようとするも

のであります。 

 本案は、昨日の厚生労働委員会において、全会一致をもって委員会提出法律案とする

ことに決したものであります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御可決いただきますようお願い申し上げます。 

二、 参議院厚生労働委員長報告（令和五年六月一四日） 

○山田宏君 ただいま議題となりました法律案につきまして、厚生労働委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、

認知症施策に関し、基本理念を定め、国、地方公共団体等の責務を明らかにし、及び認

知症施策の推進に関する計画の策定について定めるとともに、認知症施策の基本となる

事項を定めること等により、認知症施策を総合的かつ計画的に推進し、もって認知症の

人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重し

つつ支え合いながら共生する活力ある社会の実現を推進しようとするものであります。 

 委員会におきましては、提出者である衆議院厚生労働委員長三ッ林裕巳君より趣旨説

明を聴取した後、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。  

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


